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ったため」（9.7%）などが選ばれたが、「その他の理由」が 2 番目に多い 23.6%を占め
ていた。内服しなかった理由に関するテーマ分析の結果、配布に関する課題、安定ヨウ
素剤の効果・副作用の情報提供、内服指示に関する課題がテーマとして抽出された。 
 以上から、安定ヨウ素剤の配布を要する事態が生じた場合、適正に服用できるように、
保護者と子供ともに、配布方法、薬剤の効果・副作用、内服方法について十分な情報提
供が必要であることが示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（論文審査の結果の要旨） 
安定ヨウ素剤の内服は、放射線災害後の放射性ヨウ素による内部被ばくを避けるため
の重要な予防行動の1つである。しかし、放射線災害後の実態調査報告は限られている。
今回、福島第一原子力発電所事故後に安定ヨウ素剤の配布および内服指示をおこなった
三春町の小中学生961人を対象に、研究利用の同意を得て誠励会ひらた中央病院で行な
われた甲状腺検診の結果を用いて観察研究を行った。災害当時0–9歳の子供の安定ヨウ
素剤の内服割合は63.5%であったことを明らかにした。安定ヨウ素剤を内服した保護者
の子供と比べて、内服していない保護者の子供は安定ヨウ素剤を内服していない傾向で
あったこと（内服割合は各々93.7%、24.6%）、災害当時3歳以上の子供と比べて、2歳
以下の子供は安定ヨウ素剤を内服していない傾向であったこと（内服割合は各 6々6.7%、
48.9%）を示した。また、内服しなかった理由は、「内服に関する不安」が最多であった。
次に多かった「その他の理由」を分析し、配布方法、安定ヨウ素剤の薬剤情報、内服方
法に関する課題を抽出した。これらの結果は、安定ヨウ素剤の配布を要する事態が生じ
た場合、適正に服用できるように、保護者と子供ともに、配布方法、薬剤情報、内服方
法についての情報提供を行うことの重要性を示唆している。 
以上の研究は、放射線災害後の安定ヨウ素剤の内服実態の解明に貢献し、今後の安定
ヨウ素剤に関する情報提供に寄与するところが多い。 
したがって、本論文は博士(医学)の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、令和2年 1月 20日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
